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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第40回

再
検
証
要
請
４
２
４
病
院
の 

実
名
を
公
表

　

２
０
１
９
年
９
月
26
日
、
厚
生
労
働
省
の
「
地
域

医
療
構
想
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
第

24
回
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
の
中
で
同
省
は
、

再
編
統
合
な
ど
２
０
２
５
年
の
地
域
医
療
構
想
を

踏
ま
え
た
具
体
的
対
応
方
針
の
再
検
証
を
要
請
す

る
対
象
と
な
る
４
２
４
病
院
の
実
名
を
公
表
し
た
。

　

４
２
４
の
病
院
名
が
公
表
さ
れ
た
当
日
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
ニ
ュ
ー
ス
ウ
オ
ッ
チ
９
」
に
録
画
出
演
し
コ
メ

ン
ト
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
筆
者
は
地
域
医
療

構
想
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
関
わ
っ

て
い
な
い
た
め
、
公
表
さ
れ
た
病
院
の
数
も
対
象

病
院
名
も
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
病
院
名
の
公
表

で
感
じ
た
こ
と
は
、
そ
の
多
さ
で
あ
る
。
筆
者
が

積
極
的
に
応
援
し
て
い
る
交
通
の
便
の
悪
い
地
方

の
病
院
も
、
大
量
に
リ
ス
ト
化
さ
れ
て
い
た
。
収

録
で
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
に
入
る
前
に
、

リ
ス
ト
化
さ
れ
た
複
数
の
病
院
関
係
者
か
ら
、
現

場
の
不
安
と
動
揺
の
状
況
に
つ
い
て
連
絡
が
あ
っ

た
。
病
院
現
場
の
人
た
ち
の
不
安
を
少
し
で
も
軽

く
す
る
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
テ
レ
ビ
出
演
は
多
少
慣

れ
て
い
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
緊
張
し
て
収
録
に
臨

む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

実
際
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は「（
対
象
病
院
の
）数
が
多

す
ぎ
る
。
事
前
に
予
告
等
も
な
い
ま
ま
に
や
る
の

で
、
各
病
院
で
働
く
人
や
患
者
に
不
安
を
与
え
る

可
能
性
が
高
い
。『
あ
の
病
院
は
危
な
い
』
と
い
う
風

評
被
害
さ
え
も
起
き
か
ね
な
い
。
病
院
の
統
合
再

編
の
議
論
は
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
み
な
が
ら
行

う
必
要
が
あ
る
。
統
合
や
再
編
の
必
要
性
が
高
い

地
域
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
ち
ゃ
ん

と
進
め
る
。
丁
寧
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
や
ら

な
い
決
断
が
あ
っ
て
良
い
。
地
域
が
主
体
的
に
考

え
る
べ
き
だ
」と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
放
送
さ
れ
た
。

再
検
証
要
請
４
２
４
病
院
の 

公
表
の
問
題
点

　

今
回
の
再
検
証
要
請
病
院
公
表
の
問
題
点
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
ニ
ュ
ー
ス
ウ
オ
ッ
チ
９
で
も
コ
メ
ン

ト
を
し
た
が
、
再
検
証
要
請
４
２
４
病
院
の
数
は
多

す
ぎ
る
。
全
国
一
律
で
診
療
実
績
を
元
に
線
を
引
い

た
た
め
、
交
通
の
条
件
の
悪
い
地
方
の
中
小
病
院
が

数
多
く
対
象
と
さ
れ
た
。
筆
者
も
訪
問
し
た
こ
と
が

あ
る「
こ
れ
は
対
象
と
し
て
は
ま
ず
い
だ
ろ
う
」と
い

う
病
院
が
数
多
く
リ
ス
ト
化
さ
れ
た
。

　

距
離
の
問
題
も
あ
る
。
全
国
一
律
で
『
自
動
車
で

の
移
動
時
間
20
分
以
内
』と
い
う
距
離
が
適
用
さ
れ
、

積
雪
や
山
間
地
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
て
い
な
い
。

今
回
、
対
象
と
な
っ
た
地
域
と
し
て
最
も
多
い
の
が

北
海
道
の
54
病
院
（
道
内
で
対
象
と
な
っ
た
病
院
の

48
％
）、
新
潟
県
の
22
病
院（
県
内
で
対
象
と
な
っ
た

病
院
の
53
％
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
共
に
冬
は
雪
の

多
い
地
域
で
あ
る
。
天
候
な
ど
の
立
地
条
件
を
考
え

ず
に
、
一
律
の
基
準
で
リ
ス
ト
化
さ
れ
た
病
院
に

と
っ
て
は
、
納
得
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

地
方
で
絶
対
に
必
要
と
考
え
る
病
院
が
リ
ス
ト

化
さ
れ
た
一
方
、
筆
者
が
統
合
再
編
の
議
論
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
都
市
部
の
病
院
が
数
多

く
リ
ス
ト
か
ら
漏
れ
て
い
た
。
診
療
実
績
の
デ
ー

タ
の
対
象
を
全
国
一
律
で
下
位
33
％
と
し
て
い
る

地
域
医
療
構
想
に
お
け
る
再
検
証
要
請

４
２
４
病
院
の
実
名
公
表
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地域医療再生への道

た
め
、
人
口
の
多
い
地
域
の
都
市
部
の
病
院
は
診

療
実
績
が
一
定
数
あ
る
の
で
、
リ
ス
ト
か
ら
外
れ

た
の
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
で
は
、
都
市
部
の
自
治

体
病
院
・
公
的
病
院
等
の
統
合
再
編
が
か
え
っ
て

進
ま
な
く
な
る
と
感
じ
た
。

　

公
表
に
つ
い
て
病
院
に
予
告
な
く
行
わ
れ
た
こ

と
も
問
題
で
あ
る
。
実
際
に
病
院
職
員
や
住
民
・

患
者
に
不
安
を
与
え
て
い
る
。
リ
ス
ト
化
さ
れ
た

病
院
は
「
経
営
が
危
な
い
」
と
さ
れ
、
若
い
医
療
職

が
就
職
に
躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇

す
る
危
険
性
も
あ
る
。
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
り
、
大
量
退
職
が
起
き
か

ね
な
い
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
医
師
を
送
っ
て

い
る
大
学
医
局
が
、
リ
ス
ト
化
を
契
機
に
医
師
を

引
き
揚
げ
る
、
新
し
い
派
遣
が
行
わ
れ
な
い
可
能

性
も
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ス
ウ
オ
ッ
チ
９
で
も
話
し
た

「
風
評
被
害
」が
起
き
る
危
険
性
が
あ
る
。

　

再
検
証
期
間
が
１
年
間
と
短
い
こ
と
も
問
題
で

あ
る
。
地
域
の
病
院
の
統
合
再
編
に
は
、
公
開
に

よ
る
丁
寧
な
話
し
合
い
が
必
要
で
あ
る
。

国
の
地
域
医
療
構
想
の
議
論
の
問
題
点

　

地
域
医
療
構
想
は
国
の
医
療
政
策
で
あ
る
。
し

か
し
具
体
的
な
自
治
体
病
院
の
設
置
は
自
治
事
務

で
あ
り
、
統
合
再
編
の
問
題
に
な
れ
ば
地
方
自
治

の
問
題
に
な
る
。
国
は
こ
の
こ
と
を
あ
ま
り
理
解

し
て
い
な
い
。
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
は
法
律

に
よ
る
、
医
療
の
専
門
家
の
集
ま
る
会
議
で
あ
る
。

し
か
し
、
地
方
自
治
上
に
お
い
て
、
自
治
体
病
院

に
関
し
て
政
治
的
な
決
定
を
す
る
権
限
は
存
在
し

な
い
。
医
療
の
専
門
家
の
意
見
は
尊
重
す
べ
き
で

は
あ
る
。
だ
が
、
地
方
自
治
上
で
判
断
す
べ
き
要

因
は
医
療
提
供
の
視
点
だ
け
で
は
な
い
。

　

自
治
体
病
院
の
統
合
再
編
を
す
る
場
合
、
対
象

と
な
る
病
院
が
立
地
す
る
地
方
自
治
体
（
首
長
）
が

設
置
す
る
検
討
会
議
で
の
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

多
様
な
視
点
で
議
論
す
る
必
要
か
ら
、
調
整
会
議

の
医
療
者
と
は
別
の
委
員
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
（
重
な
る
場
合
も
あ
る
）。
最
終
的
に
は
会
議

の
結
論
を
地
方
議
会
が
審
議
し
て
議
決
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
な
る
。

地
方
分
権
の
立
場
に
立
つ
な
ら
ば 

手
上
げ
方
式
が
良
い

　

地
方
分
権
の
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
病
院
の
再

編
統
合
を
進
め
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
各
都
道

府
県
に
主
体
的
に
２
〜
３
事
例
を
選
ん
で
も
ら
い
、

重
点
的
に
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
適
当
と
考
え

る
。
当
然
、
政
策
誘
導
を
行
う
た
め
手
厚
い
財
政

支
援
が
必
要
と
な
る
。
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
は
各
都
道

府
県
２
事
例
で
も
94
事
例
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

統
合
再
編
の
試
み
の
成
功
体
験
を
踏
ま
え
て
、
次

の
統
合
再
編
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。
こ
の
手
法

は
、
平
成
21
年
度
の
補
正
予
算
に
よ
る
地
域
医
療

再
生
基
金
（
麻
生
内
閣
の
経
済
対
策
で
政
策
化
さ
れ

た
）
で
行
わ
れ
て
お
り
、
病
院
の
統
合
再
編
の
成
功

事
例
が
数
多
く
あ
る
。
な
ぜ
、
国
は
過
去
の
成
功

体
験
を
無
視
し
、
今
回
の
よ
う
な
再
検
証
要
請

４
２
４
病
院
の
実
名
公
表
と
い
う
対
応
を
行
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

病
院
の
統
合
再
編
は
「
権
力
」
で
は
進
ま
な
い
。

地
域
の
医
療
を
守
る
と
い
う
「
共
感
」
が
広
が
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
担
当
職
員
の
病
院
現
場
へ
の

敬
意
と
誠
意
あ
る
対
応
が
「
共
感
」
を
生
む
こ
と
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
筆
者
も
わ
が
国
の
地
域
医

療
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
病
院
の
統
合
再
編
の

作
業
で
あ
れ
ば
、
力
を
惜
し
ま
ず
協
力
を
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。
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